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　令和５年度全国優良経営体表彰事業は、自らの農業経営を改善し、地域農業の振興・活
性化に取り組むなど、意欲と能力のある農業者の一層の経営発展を図るため、農業経営の
改善や地域農業の振興・活性化に関して優れた功績をあげた経営体を表彰することを目的
として実施されたものです。
　当協議会は19の関係機関・団体で組織され、農業の担い手の確保・育成という極めて重
要な役割を担っております。その重要な活動の一貫として、認定農業者をはじめとする全
国の模範となる経営体を表彰する取り組みを進めてまいりました。
　全国から多数のご推薦をいただき、事前審査、審査委員会における本審査を経て、実施
要綱の規定に沿って、農林水産大臣賞、農林水産省経営局長賞、全国担い手育成総合支援
協議会会長賞が授与され、令和６年２月28日に東京都千代田区で開催される「第25回全国
農業担い手サミット」ならびに全国優良経営体表彰式において表彰状の授与式が執り行わ
れます。
　本事例集は、同表彰事業における農林水産大臣賞の受賞者をはじめとする各受賞経営体
の経営改善への取り組みや地域活動を紹介するものであります。
　全国の農村現場で活躍する農業経営者の皆様をはじめ、担い手の確保・育成に取り組ま
れている関係者等の皆様にご活用いただければ幸いです。

　　令和６年２月
全国担い手育成総合支援協議会　
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（敬称略）

Ⅰ　経営改善部門

１.　農林水産大臣賞
新潟県	 弥彦村	 農事組合法人 サンファーム大戸
滋賀県	 近江八幡市	株式会社 イカリファーム
※�株式会社イカリファームは 女性が経営に参画し顕著な貢献をしてい
る経営体であり、本部門において「女性活躍」として表彰する。

２.　経営局長賞
福島県	 いわき市	 農事組合法人 菊田の郷 助川農園
石川県	 川北町	 有限会社 北次農場
大分県	 中津市	 有限会社 中原農場
鹿児島県	指宿市	 株式会社 指宿やさいの王国

３.　全国担い手育成総合支援協議会会長賞
秋田県	 鹿角市	 沢田 賢市
栃木県	 日光市	 福田 清文
栃木県	 さくら市	 株式会社 和みの杜
栃木県	 市貝町	 農事組合法人 西宿営農組合
群馬県	 渋川市	 有限会社 生農ファーム
静岡県	 浜松市	 後藤 剛
新潟県	 佐渡市	 冨井 澄雄
富山県	 砺波市	 株式会社 センティア
兵庫県	 豊岡市	 中谷 農事組合法人
山口県	 柳井市	 農事組合法人 あいさいの里
福岡県	 久留米市	有限会社 古賀農産
長崎県	 雲仙市	 本田 健吾
熊本県	 八代市	 株式会社 たかき

Ⅱ　生産技術革新部門

１.　農林水産大臣賞
宮城県	 石巻市	 株式会社 デ・リーフデ北上
鹿児島県	出水市	 有限会社 さつま農場

２.　経営局長賞
埼玉県	 幸手市	 有限会社 神扇農業機械化センター
新潟県	 見附市	 農事組合法人 ファーム小栗山
長崎県	 西海市	 西海産業 有限会社

Ⅲ　６次産業化部門

１.　農林水産大臣賞
長野県	 松川町	 株式会社 なかひら農場

２.　経営局長賞
新潟県	 魚沼市	 株式会社 入広瀬

Ⅳ　販売革新部門

１.　農林水産大臣賞
群馬県	 高崎市	 佐藤 勲
徳島県	 上板町	 有限会社 ＮＯＵＤＡ

２.　経営局長賞
鳥取県	 北栄町	 有限会社 村岡オーガニック
愛媛県	 上島町	 株式会社 ブルーレモンファーム

３.　全国担い手育成総合支援協議会会長賞
青森県	 東北町	 おとべ農産 合同会社
新潟県	 刈羽村	 株式会社 孫作
大分県	 由布市	 大野 邦雄・友佳

Ⅴ　働き方改革部門

１.　農林水産大臣賞
熊本県	 益城町	 株式会社 みっちゃん工房

２.　全国担い手育成総合支援協議会会長賞
新潟県	 上越市	 有限会社 穂海農耕
大分県	 杵築市	 株式会社 大分サンヨーフーズ

※経営局長賞　該当なし

Ⅵ　担い手づくり部門

１.　農林水産大臣賞
埼玉県	 加須市	 有限会社 早川農場

２.　経営局長賞
新潟県	 胎内市	 有限会社 中条農産

令和５年度 全国優良経営体表彰　受賞者一覧
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経営改善部門

農事組合法人　サンファーム大
お お ど

戸
（新潟県 弥彦村）



－ 5 －

Ⅰ　農林水産大臣賞

Ⅰ 

農
林
水
産
大
臣
賞

図１ 弥彦村位置図 

１ 地域の概要 

弥彦村は、新潟県のほぼ中央部の日本海側に位置し、新潟県有

数の観光地で、彌彦神社の門前町として、また北国街道の宿場

町、温泉地として古くから賑わってきた。 

 弥彦村の耕地面積は、1,020ha、水田面積 880ha、総農家数は

166 戸で、水稲を中心にえだまめやぶどうが栽培され、特にえだ

まめは「伊彌彦（いやひこ）えだまめ」「伊彌彦ちゃまめ」とし

て村でブランド化し、産地化に向けた取組を進めている。 

２ 経営の概要 

同法人は、平成５年に参加農家数 10 戸、水稲約 20ha で設立された「大戸水稲生産組合」

が前身となっており、設立後早くから、ねぎやえだまめなどの園芸作物の生産に取り組んで

いた。 

集落の水田は、昭和 38 年からの耕地整理事業で 30a 区画に整備されていたが、暗渠排水の

老朽化で排水機能が低下し、これら園芸作物の栽培に支障をきたしていた。このため、後継

者不足で集落農業の継続が危惧されたことから、平成 15 年に大区画のほ場整備の計画が持ち

上がり、平成 19 年３月に、14 戸、40.5ha(うち園芸 3.1ha)と、当時県内では稀な園芸複合型

の法人として(農）サンファーム大戸を設立した。 

地下水位制御システム（Ｗ排水枡）の導入や用排水の管水路化を行うことで、農地の汎用

化や水管理労力が軽減された。 

写真２ 平成 21 年～平成 28 年の 

大区画ほ場整備 

117700mm 

 

117700mm

117700mm 

6600
mm

写真１ ほ場整備前（30a 区画） 
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用 水         排水路 

   用水口 素焼陶管 

 

 

また、経営理念である「自分たちの地域は自らの手で組合員全員の英知を結集し、協調と

和を持って築き上げていく」ことを目的に集落の農地を守り、令和４年には 73.5ha と集落全

体の 8割まで経営面積を増加させた。 
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図３ サンファーム大戸の作付面積の推移 

  ※水稲面積には飼料用米等を含む 

図 2 W 排水桝を配置した用排水 
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さらに、村内の（農）第四生産組合及び（農）

アグリさくらと連携し、令和元年に主に業

務用米を販売する（株）伊彌彦を、令和２年

にえだまめコンバインなど機械を共同利用

し、えだまめの売上げ１億円産地を目指す

ため弥彦村農業機械利用組合を設立した。 

表１ 経営耕地面積（令和４年） 

田 畑 計 

所有地 0ha 0ha 0ha 

借入地 73.5ha 0ha 73.5ha 

計 73.5ha 0ha 73.5ha 

特定作業受託 0ha 0ha 0ha 

合計 73.5ha 0ha 73.5ha 

表２ 作物・部門別経営規模（令和４年） 

作付面積 生産量 

水稲 54.4ha 289.8t 

大豆 7.5ha 10.5t 

小麦 5.2ha 22.4t 

えだまめ 8.5ha 26.6t 

いちご 0.1ha 3.1t 

合計 75.7ha － 

表３ 経営耕地面積、作物・部門別経営規模等の推移 

令和３年 令和４年 令和５年 

経営耕地面積 71.1ha 73.5ha 73.3ha 

水 稲 53.3ha 54.4ha 54.2ha 

大 豆 7.8ha 7.5ha 7.5ha 

小 麦 0.0ha 5.2ha 6.9ha 

写真３（株）伊彌彦を設立した 

３法人の代表者 
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えだまめ 6.8ha 8.5ha 8.8ha 

いちご 0.1ha 0.1ha 0.1ha 

延べ作付け面積計 68.0ha 75.7ha 77.5ha 

表４ 労働力（令和４年） 

労働数 うち 50 歳未満 

家族または役員 6 人 0 人 

常時雇用 5 人 5 人 

臨時雇用（年間延べ雇用数） 513 人 247 人 

研修生 1 人 1 人 

表５ 労働時間（１人あたり） 

平成 29 年（前回認定時） 令和３年（今回認定時） 令和４年 

1,560 時間 1,724 時間 1,631 時間 

３ 経営の特色・成果 

（１）株式会社の設立による GAP 認証米の有利販売

 弥彦村のお米は新潟産の米ではあるものの「魚沼産コシヒカリ」のような知名度はなかっ

たため、おいしさを消費者に伝えるための広報を行う必要があった。そこで弥彦村では彌彦

神社の協力を得て、弥彦村産の米を「伊彌彦米」としてブランド化し、ふるさと納税返礼品

の目玉として商品化を図った。 

また、村内の同社を含めた３法人で、業務用米も含め更に商品価値を付けようと、平成 28

年に、GAP 勉強会を開始し、共通ルールや共通様式の活用、危険個所の確認等ケーススタディ

を行なった。平成 29 年５月に JGAP を取得（認証面積は 116ha、村の水稲作付面積の 16％以

上）し、同年 12 月更なる発展に向け「神米会」を発足し、「伊彌彦米」の要件に独自の基準

（GAP 認証等）を加えた新たなオリジナル商品「プレミアム伊彌彦米」を作り上げた。 

平成 30 年に「伊彌彦米」の販売が３法人で 1,500 俵となったことから、新潟県経営相談所

の税理士と相談し、令和元年 7月に販売会社（株）伊彌彦を設立した。 

令和４年には、（株）伊彌彦が販売した 3,873 俵のうち、同法人が 1,380 俵を出荷した。 

（株）伊彌彦及び近隣の米卸業者等への米の直接販売額は、毎年米売上の 50％以上を占めて

いる。 
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写真５ 伊彌彦米の田植神事 写真４ JGAP 認証取得報告会 

（２）村と協力しえだまめ１億円産地化を推進

 弥彦村では、「弥彦むすめ」という早出しの枝付きえだまめが特産品だが、もぎえだまめを

含めても、ロットが少なく販売量の拡大につながる生産力強化が必要であった。 

そこで、弥彦村では令和元年からえだまめを大増産するための面積拡大を推進した。長年

えだまめ栽培に取り組んできた同法人の中川代表理事は、JA 新潟かがやきの弥彦村もぎえだ

まめ部会長として現在も中心となり、JA とバイヤー対応を行うなど販売先の開拓も含め増産

に邁進している。 

令和２年には増産に必要な機械の共同利用のため、（株）伊彌彦の構成３法人で弥彦村農業

機械利用組合を設立し、えだまめコンバイン２台を導入した。弥彦村が所有する１台と併せ

た３台を活用して令和４年度からえだまめ収穫作業を本格的に実施した。 

また、令和３年から弥彦村がえだまめ共同選果場を整備し、JA が運営管理を行っている。 

中川代表理事はえだまめ共同選果場の初代管理運営委員会長に就任し、弥彦村のえだまめ販

売額は令和３年 55,500 千円から令和４年 78,000 千円への増加に貢献した。 

同法人のえだまめ栽培面積は令和３年 6.8ha、令和４年 8.5ha、令和５年 8.8ha と弥彦村で

一番の栽培面積となり、えだまめ導入拡大のモデルとなっている。また、これらの取組を行

ったことで同法人の園芸部門の売上高は、全体の 26.0%と経営の柱となった。 

図４ 法人間連携による販売体制強化 
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図５ １億円産地化の推進体制 写真６ えだまめコンバイン 

写真７ えだまめ共同選果場 写真８ 伊彌彦えだまめ 

写真９ えだまめをコンバインで収穫 写真 10 えだまめの荷受け 

（３）法人間連携による労務協定の締結

 えだまめの１億円産地化に向けて、朝獲りの新鮮さと食味の良さを売りとするため、早朝

２時 30 分から収穫作業を開始しえだまめ共同選果場に持ち込む必要があり、村内の（農）第

四生産組合及び（農）アグリさくらとの協力体制の構築が課題となった。 
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図６ 違法となる体制 

 以前から、３法人では得意分野である小麦の播種や大豆の乾燥調製作業等を受委託してい

たが、受託した法人の代表がきちんと指示して作業がなされ法的な問題はなかった。しかし

今回は、各法人からオペレーターを出し合い、かつ新規就農者等を短期雇用して作業を行う

必要があり、職業安定法 44 条関係（労働者の供給を「業として行う」ことは違法）の検討が

必要となった。 

 そこで、令和３年 12 月から令和５年３月まで、２年間計６回にわたり新潟県経営相談所か

ら弁護士を派遣してもらい、①短期雇用者は、社会保険の加入及び源泉徴収票の発行ができ

るよう（株）伊彌彦で雇用、②（株）伊彌彦が、短期雇用者及び３法人のオペレーターに作業

指示ができることを目標に指導を受けた。 

その結果、弥彦村農業機械利用組合の規約を「業務執行者を置く」と改正し、（株）伊彌彦

を業務執行者として定め、（株）伊彌彦が短期雇用を行い、両者で農作業を受託することとな

った。 

また、令和５年３月に弥彦村農業機械利用組合を通じたこれらの労力の法人間連携が、関

係法規を遵守した取組となるよう県内初の労務の法人間連携協定である「法人間の業務委託

等に関する協定」を締結した。 

図７ 指導後の適法な体制 
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写真 11 法人間連携協定報告会 

 そして、これらの取組を弥彦村長に報告する会を同月に開催し、報道依頼することで新聞

の第一面で取り上げられ、弥彦村でのえだまめ増産の取組を全国に発信することができた。

これらの取組を行うことで、３法人間で若手従業員の交流が図られ、各法人のノウハウの活

用と各従業員の人材育成が図られている。 

（４）分析と予測に基づく経営管理

代表理事の中川氏は、建築設計事務所を経営し、経理に長けていたことから、同法人が設

立された平成 19 年に会計理事を担い、平成 21 年に代表理事となった。現在も法人の複式簿

記の入力や総会資料の決算書、詳細な予算書を作成し、経営の舵取り役を担っている。 

また、総会において水稲や大豆等作物毎の原価計算結果を示すことで構成員全員にコスト

意識を喚起するとともに経営判断に役立てている。 

（５）集落の農業所得を最大化する雇用

 同法人の雇用の構成は、役員が理事４名（常勤２名、非常勤２名）、監事２名である。従業

員は 30 代３名、40 代２名となっている。 

また、繁忙期の田植時期においてはアルバイトに地域の若い世代が 10 名程参加し、えだま

めやいちごの作業にかかる女性を合わせると総数 34 名程となり地域での雇用機会の創出に

寄与している。 

写真 13 中川氏と若手従業員 写真 14 短期雇用によるいちごの採苗作業 

写真 12 法人間連携協定書 
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また、法人設立時から役員も含めた確定給与制に取り組み、農事組合法人の優遇税制より

も役員を含む雇用者の労働環境の改善を優先させてきたことで、インボイス制度など経営環

境の変化にも容易に対応できている。 

 さらに、同法人では、水稲や大豆、小麦、えだまめ、いちごを組み合わせて栽培すること

で、播種や収穫など繁忙期を分散させ、かつ、農地を有効利用している。これにより、従業員

だけではなく、集落からのパート職員の継続した雇用が容易になっている。 

特に園芸品目は、令和４年決算では法人としては赤字であったが、費用のほとんどは労務

費及び選果場の委託費であり、集落や村の農業従事者の所得の向上に貢献している。 

図９ 令和４年作物別の収益状況 

6月 7月

えだまめ

いちご

水稲

1月 2月

大豆

小麦

8月 9月 10月 11月 12月3月 ４月 5月

仮植

収穫

定植

は種

図８ 年間作業体系 
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 さらに、同法人では、水稲や大豆、小麦、えだまめ、いちごを組み合わせて栽培すること

で、播種や収穫など繁忙期を分散させ、かつ、農地を有効利用している。これにより、従業員

だけではなく、集落からのパート職員の継続した雇用が容易になっている。 

特に園芸品目は、令和４年決算では法人としては赤字であったが、費用のほとんどは労務

費及び選果場の委託費であり、集落や村の農業従事者の所得の向上に貢献している。 
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（６）積極的な新技術の導入

ア スマート農業の導入

令和２年に地域に先駆けてドローンによる防除を開始し、防除効果とともに過酷な夏季作

業の労力軽減と熱中症対策を図った。令和 4年にほ場管理システム KSAS を導入し、スマート

フォン等を使ってほ場毎の農作業状況を共有している。

イ 大豆収穫後の小麦の１年２作体系の導入

 以前から小麦栽培に取り組む（農）第四生産組合の協力を得ながら、令和３年秋に大豆収

穫後のほ場において小麦を播種した。令和４年春には初年度でありながら収量は 434kg/10a

と一定量を確保でき、新潟小麦の会から表彰された。 

ウ えだまめ

令和２年に JA 共同選果場と、うね立て同時マルチ播種機の導入試験を実施し、発芽の安定

と雑草対策、作業の省力化を実現した。 

また、新潟県農業総合研究所園芸研究センターが作出した早生茶豆品種「新潟系 14 号」の

栽培においては、現地検討段階から協力するとともに、同品種に関連した研究成果を導入し

ている。現在は半自動定植機による苗の植えつけや直播による７品種の組み合わせ、段播き

を行うことで、長期計画栽培を行っている。 

写真 17 小麦の栽培状況 写真 18 新潟小麦の会からの表彰状 

写真 15 ドローンによる防除 写真 16 KSAS の農薬散布済表示画面 
































































































